




Psychotherapy for the Early Infantile Autisum 








































































































































4.生育歴 ・相談歴 ・プレイルーム=P.R. 
初歩l歳2-3か月。初語は1歳半過ぎで1議後 ・本児=y
半には「パパJrマンマ」等2-3語が認められ ・母=Mo
た。 ・カウンセラー(松島)=Co(スー パ パーイザー兼任)
保健所のl歳半検診で、ことばの遅れを指摘され ・セラピスト(神野)=Th






# 1 初めて顔を合わせた時、 Thが笑顔を向けると CoとThは、 P.R.から出て見送る。手を振り返す。
笑顔を返す。電車や曜を自分で出し、机上で前後に動か #6 少し矩んでから l人で入室。砂箱の砂を触る。
したりー列に並べたりする。ー列にならんでいる車を、 Thに抱き芯ーいて来る。抱っこをして、部屋中を歩き回
Thが少し動かすと、 「キー Jという声を出し、車だけ る。自分から降りて、砂や車を触ったり動かしたりする。
を見詰めて嫌そうな表情を示して、車を元の位置に戻す。 以上のような事を2-3回繰り返す。抱っこをすると、
時々 、Moに抱っこを求めに行く。 Thが近付いてい く 体の力を依きもたれてくる。あっさり退室する。 Moに
と、スーツとその場を厳れる。終了後、 「パイパイ」と 手を引かれながら帰りかけると、 Thの方へ1度戻って
言って手を振ると、足元のみを見ながら手を振り返す。 きてから帰る。 CoとThが 「パイパイJと言って手を
#2 一人で入室。大きめのトラ yクや救急車を、机 振ると、振り返す。






ないが、 「パイパイJと声を掛けると、手を振り返す。 す。 落ちた球を親指と人差し絡で持ち、唇に当てて転が
# 3 Thが 「おはよう」と声を働けると、お辞儀を しながら口の中へ入れようとする。後ろ向きでThの方
する。 Moと手をつないで入室。家からゴルフボールを へ寄って来て、膝の上に座る。 Thが立ち上がると、抱っ
持って来る。ミニカーを机上に出し、上体を横たえて遊 こを求めて来る。木琴や太鼓を触る。 終了後は直ぐに帰っ
ぶ。机上に登ったり降りたりする。 Moへの抱き着きは、 て行き、CoとThの 「パイパイJには応える。
数回。 Thに背を向けた状態で擦り寄ってきたり、高い # 8 1人で入室。車を出したり、砂を四方へ投げた
所にある物を見るために、視線は合わさず抱っこを求め り、色の着いた棒を机上に並べたりする。 Moの元へは
できたりする。終了後、 「キー 」という声を出す。 Co 数回行って、抱き着く。 Moが声を掛けて退室仕働ける
とThがP.R.から出ることを認めず。コ'ルフポールは、 と、後追いをする。時間中ずっと 「キー Jiカタカタ」
忘れて帰る。 等の声を出していたので、Thが真似て同じ様に出して
#4 廊下でThを見付けると、追いかけて来る。.T みると、Thの方を見て 「イヤイヤ」 と聞こえる声を出
hがロ ッカーの陰に隠れると、見付けに来てから、 Mo してThの頬を叩く。紙風船を見ていたので、Thは出
の元へ走って帰る。 Moと手をつないで入室。 前回のゴ して膨ませて打ってみると、微笑む。床の上に落ちた風
ルフボールを手渡すが、直ぐに手放す。 Moの元へ何度 船を取って米て、 Thに手渡すことが数回。Thの膝の
も行き、抱っこを要求する。砂箱の砂を触り、嫌そうな 上に寝転がって来て、少しの間抱っこをする。終了後は、




Moに予を引かれるよ うにして退室。 でごろごろする。 Thはl人で、机上に車を出して遊』ら





触り、床の上に撒き散らしたり、自分の体や顔に掛けた # 1 0 析くしてから入室。両手を目の前でヒラヒラ









































































































































# 2 1 1人で入室。車を机上に出し動かしながら、
Thの膝の上に座って来る。 Yが声を出す度に、 Thも
閉じ様に声を出していると、数回Thの目を振り返って




























































































( 6 ) 












































































第 -母子一体 -遊びに加わろうとすると拒否 -特定の車で机上のみで遊ぶ
Wl カMoの膝元へ何度も行く -近づいて行くと、スーツと離れて *]草を同一方向にー列に並べ、眺め
#' 行く る
) 41 -見送り時、 P.R.から出ることを カ立ったままの姿勢
許されず
zn -母から離れて一定の時間遊べる -遊びに加わろうとしても拒否無し -ロッカーの中に隠れる




第 'Moがいると分かっていれば遊べ 'Thの遊んでいる織子をじっと見 -飛んだり銚ねたりする
期 る る -三輪車に乗る
#' -膝の上に座りにくる *両耳を引っ張る
~ f:l気に入らない事があっても、 Mo -視線は合うが無表情 *パチンコ玉を頬に当て転がすの回りを歩くだけで落ち着く f:l部屋中を歩き回る
ト一
食時々 、 Moのいる方を見る .Thの遊びを真似る -マットや布積み木に乗ったり倒し
2期内席 -抱っこやおんぶを要求 たりする
*母子分雛(l立いて母の手を引っ張 -声を出し、目を見て手を号|っ張る *あらゆる物を顎に当ててカチカチ





第語 'Moが見える範閤内にいなくても -言葉かけのみで納得する時もある -手押し車や三鎗.il!に乗る


















群 A B C D 計
基 準 2 1 8 
来所持 4 1 2 8 


































































































































































































































































自分の領域がはっきりしてきたのだろうかと感じた。気 た。 YがThに身体接触を求めてくることによって、 Y
に入らない取があった時など、声や行動だけでなく表情 が安らぎを覚えているのと同時にThも何かホッとさせ
としても出すようになり、ThはYの気持ちを以前より られた。
も理解し易くなった分だけ安心感を持てるようにな っ # 1 8 Yに引きづられてという気はするが、 Th自
た。 身も変わってきた様に思えた。 Yの気に入らない事をし
# 1 2 追L、かけっこ風のことをしている時に、逃げ ても大丈夫だ、という自信がわいてきた。 Yが一人遊び
てから後ろを振り返りThの目を見るという行動が見ら をしている時は、安心するためのものだろうと考えられ
れる等、 Thの存在をはっきりと認識してくれていると た。 Thが、何かを吹っ切れたように感じた回だった。
いう確信が持てた。帰宅時、偶然にではな く意図的にT #19 Thが先走り過ぎたために、何かを乱してし




# 1 3 自然な関わりが持てる;様になった。 Thの声 とは、回によって異なるのだろう。




をじっと見てくれたのが、印象的だった。 Yが見ている め、 Yの気持ちを読み取り易くなった。
限りThも笑顔で見詰め返そう、という気持ちに自然と # 2 1 Yが、 ThとMoを使い別けているように感
なった。Yと、 言葉なしでの会話をした織に感じた。 じた。 r中だるみ」の様な、 「だらけた」という印象を
.t 1 4 笑顔で目も合い、婚しかった。 Yのエネルギー 持った。 Thは、焦り過ぎて働きかけることばかりにこ
がThのエネルギーを、上回っている様に感じた。 Yは だわっていて、待つことの大切さを忘れていたようだ。
芯実に成長しているのに、 Thは以前のままである。 Y # 22 Yは、楽しみにしてここへ来ているのだろう。
がMoの所へ行った時、何かしら入って行きにくい感じ 車を全く並べなくなった。苛々した感情をはっきりと示
を受けた。 していた。声を出すことが増えたように思う。常にTh
# 15 Yの成長ぶりに付いて行かなければ、と恩つ の動きに注目するようになり、Thに助けを求めてきた。
た。焦りによる緊猿を感じた。 CoとMoの符在を怠織 信頼感を持つようになったのだろう。帰りたくなさそう
した。 Thの膝から鍛れるようになったことに関しては、 にしていたのが、久し振りのように感じた。
践しくもあり寂しくもあった。 Yによって、はっきりと # 2 3 4人の雰囲気ができあがっていることに、改
人として見られていると思った。これから、関わり方を めて気が付いた。協力して物を出すということができた
-~退いたものにしようと決心した。 のが、鴛きでもあり嬉しくもあった。 Moの手を引っ張
# 1 6 前回に比べて、少し解放された気持ちで援す りに行って帰りたそうにした時、退屈江のだろうかと自
ることができた。じっと自が合った時、 「見ているJと 分を貧める気になった。今日はあまり楽しそうではなかっ
いう実感が持てた。この人が誰であるか、解っているよ たので、Thも残念に思った。







ようだ。 Yは、 Thを気にしていたり何かを表情で訴え 見て、変化したYの姿に驚いた。物を投げたり倒したり
てくる感じだった。 する行動は見られるが、積み上げたりする行動は見られ




きたので、不思議に思った。表情が、余り変化しないこ # 2 9 駄々をこねているYの様子を見て、 Thは戸
とが気になった。 惑った。行動の模倣が見られるなど、 YがThを非常に




人の世界を作っているように感じる時があった。 #30 今までの経過に焦りを感じ始めた。 Yが自分
# 2 7 少ししんどそうだった。 Moは、哨乳瓶を持 だけの世界に入った時、何とかして関係を持てるように
たせたく江い様子だったが、 Thは持たせてあげたいと しようと思うようになった。 Thは一人にされることに
感じた。 Thも一緒に遊べた。自分の体を使って遊んで 不安を感じた。追いかけっこをしている時、追いかけて












第 -付き従いつつ、積極的に働きかけ -自分自信の変化 -三項関係成立
期 る -自信が持てるようになった -期待行動出現
'# -身体接触を増やす -人物注視~ 
間 -身体の動きをともなった働きかけ -安心感 -退行
2# 4 よ
-一人遊びをしている時は見守る -関係の中に距離がでてきた -身体像の獲得
語第 -共に感じる存在 -関係が持てる -やりとり関係成立
( 3、3#-1 2 5 J 














# 3 3 だだをこねている姿を見て、頼もしさを感じ
た。急、にコミュニケーションが取れるようになった気が































































7) Frances Tustin : The Protective Shell in chi-
ldren and Adults. Karnac Books. 1990. 















達・療育研究， Vo1.6， P3-17， 1990 
要 約
14)佐藤文子:Des Lauriersの自閉症研究一神経生理 早期小児自閉症は、 19 4 3年にKannerが最初に記
学的モデルによる自閉症の病因論と治療論を中心にー， 述した。彼らは、視覚刺激・聴覚刺激に対する反応が異
臨床心理学研究Vo1.9No.4 P241-249， 1971. 常で、言語発途に何らかの問題を有する等の特徴を持つ













In this report， we are presented a case study by playtherapy for a two-year-old boy who was diag-
gnosed as autism. 
He was the early infantile autism which was reported first by Kanner in 1943. Autistic children have 
the following feature;the abnormal reaction to stimuli of the sense of sight and auditory and they have 
some problems of the communication deveropment， and so on. During the playtherapy of thirty-five 
sessions， we recognized that his behavior and relation with the therapist were changing considerably 
with the therapist's receptive attitude， The therapist increased appealing and speaking to him according 
to his degree of ego development. In this process， we find that the playtherapy had effect to his personali-
ty development 
(14) 
